
　 熊本県酪農業協同組合連合会創立70周年・

ら く のう 牛乳発売50周年記念祝賀会が11月20日

（ 水）、 ホテル日航熊本「 阿蘇」で開催さ れまし た。

　 開場に際し 、 ら く のう 牛乳モニュ メ ント が来

場者の皆様を お出迎え。 記念祝賀会第１ 部で

は、 隈部洋会長よ り 本会を 支えて頂いたすべて

の関係者に謝意を伝えた上で、「 様々な難局を乗

り 切れた協力と 連携の精神が我々の宝であり 力

である 。 熊本の酪農をさ ら に発展さ せていく 。」

と 主催者挨拶。 続いて、 木村敬熊本県知事が、

関係者の努力に対し 敬意を表し 、「 今後も 熊本の

酪農を 守っていく のが私たちの使命のひと つ」

と 祝辞を述べら れまし た。 また、 農林水産省 関

村静雄大臣官房審議官、 熊本県議会 山口裕議

長から 来賓祝辞を いただき まし た。 続いて行わ

れた功労者特別表彰では、 吉田孝壽前会長を始

め、 元副会長の山田政晴氏（ 西阿蘇酪農協）、

上村幸男氏（ Ｊ Ａ 菊池）、 川口司氏（ 同）、 三角

修氏（ 同）、 松島喜一氏（ 熊本酪農協） の６ 名へ

感謝状と 記念品が贈呈さ れまし た。 勤続20年を

迎えた職員へ送ら れる 永年勤続表彰では、 対象

職員総勢45名の代表と し て、 増田靖指導部部長

に表彰状と 記念品が贈ら れまし た。

　 第２ 部では、 Ｊ Ａ 熊本中央会の宮本隆幸会長

のご 発声によ り 「 ら く のう 牛乳」 で乾杯。 本会

Ｃ Ｍソ ン グ「 き みがみつけたも の」 の楽曲を 担

当さ れたBE THE VOICE　 アコ ースティ ッ ク ラ

イ ブや、 中国の伝統的な変面ショ ー等豪華なパ

フォーマンスで盛会な中に歓談さ れていまし た。
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　 11月２ 日（ 土） 阿蘇ミ ルク 牧場で「 ミ ルク フ ェ スタ ～ら く のう 牛乳50th Anniversary ～」

を開催し まし た。 熊本の大人気グルメ が集結し たマルシェ ＆キッ チン カ ー、 シャ ボン 玉アー

ティ スト によるバブルショ ー、 スペシャ ルラ イ ブなど、 様々なイ ベント でお客様に楽し んで

いただき まし た。 台風の影響で開催自体も 危ぶまれまし たが、 当日は２ 千名を超えるお客様

に来ていただき 、 感謝いたし ます。 本当にあり がと う ございまし た！
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　 去る 11月３ 日（ 日）、 熊本

県家畜市場で、 九州・ 沖縄地

区酪農団体協議会（ 中村 隆

馬 会長） 主催の第８ 回九州

連合ホルス タ イ ン 共進会が開

催さ れま し た。 　

　 こ の共進会は九州・ 沖縄各県

のホルス タ イ ン 種の乳用牛の

改良水準を 見極め、 今後の改

良上の参考と し 来年開催さ れる 第16回全日本ホル

ス タ イ ン 共進会に向けて基盤体制を 整える こ と を

目的に開催さ れま し た。

　 当日の出品頭数は九州各県から 経産牛67頭、 未

経産牛58頭の合計125頭（ う ち 熊本県から の出品

頭数は経産牛22頭、 未経産牛17頭の合計39頭）

　 審査員には、 北海道ホルス タ イ ン 農業協同組合　

審査部長の稲山智明氏が招かれ、 厳正なる 審査が

行われま し た。

　 審査の結果、 経産牛の部グラ ン ド チャ ン ピ オン

およ びシニア チャ ン ピ オン には福岡県　 松永慎也

氏所有牛のＭＳ Ｆ 　 Ｄ Ｍ　 プロ ン ト 　 ダ ーミ ア　  

Ｅ Ｔ 号が、 リ ザーブチャ ン ピ オン 及びイ ン タ ーミ

ディ エイ ト チャ ン ピ オン には（ 株） 有田牧場（ ホ

ワ イ ト 酪農協） 所有のダ ビ ド ソ ン 　 レ デイ ジ ヤ

ガー号が選ばれま し た。

　 その他、 経産牛の部の受賞はリ ザーブシ ニ ア

チャ ン ピ オン には宮崎県榎木敦史氏所有牛のネト

ルツ リ ー　 アルマーニ　 ボルト ン 号が、 リ ザーブ

イ ンタ ーミ ディ エイ ト チャ ン ピ オン には、 福岡県　

内田健二郎氏所有牛のラ ン フ オーラ ク ト 　 カ ルテ

ツ ト 　 チーフ Ｅ Ｔ 号が選ばれま し た。

　 未経産牛の部ジュ ニアチャ ン ピ オン には村田瑞

晃氏（ 球磨酪農協） 所有牛のス マイ リ ー　 ク ラ  

ラ 　 ビ ー　 ラ ム 　 キヤン プ号が、 リ ザーブチャ ン

ピ オン には（ 株） 有田牧場（ ホワ イ ト 酪農協） 所

有牛のＫ Ｍ　 サイ ド キ ツ ク 　 ジヤム パン 号が選ば

れま し た。

第８ 回九州連合ホルスタ イ ン共進会開催
リ ザーブチャ ンピオン（ 株） 有田牧場（ ホワイ ト 酪農協） 所有牛　

審査員　 稲山氏

各部名誉賞首席

出品番号 本牛名号 個体識別番号 出品県 出品者

107 ミ ルキツ シユ ミ ラ ク ル ジヤス テイ ス  チヤリ テイ 1656192934 鹿児島県 尾曲　 敏和

203 KANO チヤガ マーク ス マン ビリ ー 1664541670 鹿児島県 鹿屋農業高校

308 KM サイ ド キツク  ジヤムパン 1681431534 熊本県（ ホワ イ ト 酪）（ 株） 有田牧場

406 ビ ユーテイ ガール サイ ド キツ ク  エンタ ルピー 1678930118 福岡県 中村　 　 毅

506 ス マイ リ ー ク ラ ラ  ビ ー ラ ム キヤンプ 1663878210 熊本県（ 球磨酪） 村田　 瑞晃

603 SKリ バー サム パーマー 1647338129 宮崎県 川原　 澄広

705 ラ ンフ オーラ ク ト  カルテツト  チーフ  ET 1564670043 福岡県 内田　 健二郎

810 ダビド ソ ン レ デイ  ジヤガー 1593912831 熊本県（ ホワ イ ト 酪）（ 株） 有田牧場

908 LYUS マーシー エレナ 1574012710 宮崎県 坂之下　 竜

1011 SFT　 GC　 ド アマン　 メ リ ツク 1628719640 宮崎県 田中　 賢志郎

1104 ハツピ ーグロ ーリ ー ド アマン エメ ラ ルド 1385827251 熊本県（ 熊本酪） 松島　 太一

1207 MSF DM プロ ント  ダーミ ア ET 1565675337 福岡県 松永　 慎也
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ダビド ソ ン レ デイ  ジヤガー  ホワイ ト 酪農協  （ 株）有田牧場

スマ イ リ ー ク ラ ラ  ビ ー ラ ム キヤン プ  球磨酪農協  村田瑞晃
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KM サイ ド キツ ク  ジ ヤムパン   ホワイ ト 酪農協  （ 株）有田牧場

ハツ ピ ーグロ ーリ ー ド アマ ン  エメ ラ ルド 　 熊本酪農協　 松島太一

ジュ ニアチャ ンピオンリ ザーブジュ ニアチャ ンピオン
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　 2024年は、 本会創立70周年、 ら く のう 牛乳発売

50周年の節目の年。 ら く のう マザーズの職員と し

て、 こ の節目に立ち会えたこ と を 大変光栄に感じ

ていま す。 私は入会し て28年目と なり ま す。 こ れ

ま で長ら く の間、 自給飼料担当と し て生産現場の

技術サポート に従事し てき ま し た。 入会当時と 現

在と では、 圃場の様子は大き く 変化し ま し た。 作

業機械は大型化し 、 コ ン ト ラ ク タ ーの活躍が目立

つよ う になり ま し た。 ま た、 作物ではト ウ モロ コ

シやイ タ リ ア ン ラ イ グラ ス など の飼料作物が主流

でし たが、 今や飼料用イ ネが大き く 面積を 伸ばし

て いま す。 特にWCS用イ ネ の栽培面積は日本一

と なっ ており 、 耕畜連携も 活発化し ていま す。 し

かし 、 飼料を 確保し ていこ う と する 生産現場の姿

勢そのも のは変わっ ていないよ う に思いま す。

　 さ て、 話は少し 変わり ま すが、 19年前、 本会内

に「 おいし い牛乳づく り プロ ジェ ク ト 」 が立ち上

がり ま し た。当時は現在と 似たよ う な状況があり 、

余乳の発生によ る 乳価の低迷が問題になっ ていま

し た。 こ のプロ ジェ ク ト は、 おいし い牛乳を 生産

する こ と で、 よ り 多く の方に牛乳を 飲んでいただ

き 、 消費拡大を 図る こ と を 目的と し 、 メ ン バーは

21ト ータ ルプロ ジェ ク ト チーム ２ 名、 生産本部５

名、 乳業本部５ 名の職員で構成さ れ、 生産現場か

ら 牛乳製造ま で、 部署の垣根を 越えた取り 組みと

なり ま し た。 生乳の風味は、 エサの給与状況や牛

舎環境、 牛乳の製造方法に至る ま で、 様々な要因

が関係し ま す。 手始めと し て自給飼料に焦点を あ

て、 ト ウ モロ コ シの二期作体系（ 畑作）、 稲WCS

やイ タ リ アン ラ イ グラ

ス のロ ール体系（ 水田

利用）、 寒地型永年草

利用（ 草地） の自給飼

料３ タ イ プと 全購入飼

料体系のそれぞれの生乳の味覚テス ト を 行いま し

た。 結果は、 一戸一戸の生乳の風味は明ら かに異

なっており 、 エサによ っ ても 風味は変わる と いう

も のでし た。 ま た、 味覚テス ト の感想から は、 土

の状態、 雑草の割合、 発酵品質など が影響する こ

と が示唆さ れ、 改めて良質な自給飼料生産の重要

性に気づかさ れま し た。

　 こ のプロ ジェ ク ト での経験は、 個人的にも 貴重

なも のと なり 、 畑を 見る と き の視野が広がっ たよ

う な気がし ま す。 畑を 見て綺麗な状態か、 加えて

畑に足を 踏み入れて変な臭いがし ないかなど 、 必

ず確認する よ う になり ま し た。 ただ、 風味を 良く

する ために特別な こ と を する 必要はあ り ま せん。

基本に忠実に、 適切な自給飼料生産を 行う だけで

十分です。 当然のこ と ながら 、 それは乳量や乳成

分にも 良い影響を も たら し ま す。

　 生産現場の環境は様々ですが、 生産者の皆さ ん

の不断の努力があれば、 熊本県全体の生乳生産量

の安定化と と も に、 おいし い生乳を 生産し 、 その

価値を 更に高めていける と 私は思いま す。 ま さ に

一燈照隅です。 牛乳の消費拡大と 自ら の酪農経営

の安定化のためにも 、 引き 続き おいし い牛乳づく

り へのご 協力を お願いいたし ま す。

生乳の風味と 自給飼料と の関係

COLUMN ― コ ラ ム ―

ら く のう マザーズ 指導部長

増田　 　 靖
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　 去る 、 11月６ 日（ 水） に第３ 回酪農後継者育成

塾を 開催し 、 27名が受講し ま し た。

　 今回は「 優良農場視察」

と いう テーマで、 梁池健次

郎牧場（ JA 菊池泗水中央

支所） を 視察し ま し た。

　 梁池牧場は11月現在、 フ

リ ーバーン 牛舎で経産牛86

頭（ 搾 乳 牛75頭 ） を 飼 養

し 、 経産牛１ 頭あたり の年

間成績は11,700㎏と 高泌乳

牛群を 管理さ れていま す。

繁殖成績においても 平均搾乳日数174日、 分娩間

隔404日と 県内でも 非常に優秀な牧場です。

　 仔牛、 育成牛、 乾乳牛、 搾乳牛の飼養環境の視

察を 行いながら 、 管理のポイ ン ト について説明が

あり ま し た。

　 梁池さ んは日々の管理で以下のこ と を 特に重要

視さ れていま す。

①繁殖・ 移行期の管理が大事

②牛の観察を 怠ら ない

③基本を 怠ら ない

　 哺育管理については、 出生後の仔牛は免疫能力

が弱いため、 出来る だけ早く 初乳を 給与する こ と

を 心がけ、 後継牛は全酪連若齢牧場に預託し 、

F1や黒毛和種を 自牧場で管理さ れ、「 哺育のポイ

ン ト はと にかく 観察する こ と や初乳と ワ ク チネー

ショ ン が大事です。」 と のこ と でし た。

　 育成牛は若齢預託牧場よ り 下牧し てから の管理

を重要視さ れ、 慣ら し 給与後イ タ リ アンラ イ グラ ス

等に移行し ます。 イ タ リ アンラ イ グラ スはいつでも

好き な時に食べたいだけ食べら れる 不断給餌を 意

識さ れている と のこ と でし た。

　 移行期の飼養管理については、 良い分娩を さ せ

る こ と を 意識し て、 乾乳期の飼料も ミ キサーで混

ぜ、 不断給餌を 徹底さ れていま す。 し っ かり 食べ

さ せる こ と で分娩後の疾病も 少なく 、 立ち上がり

も 順調で乳量や繁殖成績に繋がっ ている と のこ と

でし た。 ま た、 フ レ ッ シュ 牛の管理を 行う ペン が

無いた め、 分娩後はすぐ に搾乳牛群に混ざ る の

で、 餌食い等は注意深く 観察し 、 対応し ている と

のこ と でし た。

生産本部　 営農指導課　

第３ 回酪農後継者育成塾が開催さ れまし た

　 搾乳牛の管理については、 搾乳時は乳頭を 綺麗

にする こ と やミ ルカーの装着タ イ ミ ン グを 意識し

ている と のこ と でし た。 削蹄師によ る 年２ 回の定

期削蹄、 それ以外に蹄が悪い牛を 発見し た時に自

家削蹄を 行う など 、 護蹄管理にも 力を 注がれてい

ま す。

梁池牧場牛舎

後継者育成塾の様子

　 繁殖管理についても 発情発見装置の導入、 餌押

し 時や作業中等、 牧場に居る 際は観察を 常に行う

など 、 早期の妊娠鑑定（ エコ ー鑑定） や積極的な

同期化も 行っ ていま す。 ま た、 ゲノ ム 解析も 積極

的に行い、 特に娘牛妊娠率（ DPR） や経産牛受

胎率（ CCR） な ど の繁殖形質や健康形質を 重視

し た牛群改良も 行っ ていま す。

　 最後に梁池さ んから 塾生に向けて、 牛群管理に

ついて、「 繁殖・ 移行期が上手く いけ ば乳量等は

自然と 伸びる ので、 牛の観察や管理の基本を 怠ら

ないこ と 。 ま た、 分から ないこ と があ れば、 周囲

の人に相談する こ と が大事です。」 と 話し ていた

だき 、 受講者の皆さ んも 熱心に梁池さ んの話に聞

き 入り 、 活発な意見交換が出来ま し た。

梁池健次郎牧場後継者

仁嘉氏
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　 JA熊本中央会主催で去る 11月9日、 10日に「 2024く まも と 農業フ ェ ア」 が開催さ れ、 熊

本県酪農青壮年部協議会及び女性部協議会は搾乳・ 哺乳体験ブースや理解醸成活動ブースを

出展し まし た。 搾乳体験は約500名、 哺乳体験は約200名の方が体験さ れ、「 温かかっ た！勉

強になっ た。」 や「 楽し かっ た！も う 一回やり たい！」 と いっ たう れし い声がたく さ ん聞こ え

て、 多く の方に乳牛と 触れ合っ ていただきまし た。

　 また、 理解醸成活動ブースでは、 乳牛や酪農家の仕事、 牛乳出荷までの過程の説明を行い、

ロングラ イ フ 牛乳やフ ルグラ 、 グッ ズ配布など両日で約2,00 0名の方々を対象に行いまし た。

訪れた方から は「 こ れから も 頑張っ てく ださ い。」「 牛乳をたく さ ん飲みます！」 などの応援

のメ ッ セージを頂き まし た。

　 今回の理解醸成活動を 通し て、 消費者の方々に酪農の魅力をお伝えする と 同時に酪農に対

し て興味を持っ ていただけたと 思います。

　 今後も 多く の消費者の方に1本でも 多く の牛乳を手に取っ ていただける よ う に理解醸成活

動に努めていきたいと 思います。

理解醸成活動 i n  2 0 2 4 く まも と 農業フ ェ ア
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